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平
成
₂₈
年
消
防
出
初
式

交
通
事
故
撲
滅
を
願
い

交
通
安
全
祈
願
祭

　

平
成
28
年
の
門
出
を
祝
う
、
正
月

恒
例
の
『
湯
川
村
新
春
の
つ
ど
い
』

が
、
１
月
４
日
（
月
）
午
前
10
時
30

分
か
ら
村
公
民
館
に
お
い
て
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
穏
や
か
な
初
春
に
、
88

名
の
方
々
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
女
声
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

「
コ
ー
ラ
ス
ひ
ま
わ
り
」
の
会
員
に
、

参
加
者
か
ら
の
男
声
パ
ー
ト
が
加
わ

っ
た
混
声
合
唱
に
よ
る
村
民
歌
及
び

応
援
歌
斉
唱
で
盛
大
に
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

式
に
お
い
て
は
、
三
澤
豊
隆
村
長

か
ら
年
頭
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て

各
界
を
代
表
し
て
、
小
野
澄
雄
議
会

議
長
、
会
津
み
ど
り
農
協　

長
谷
川

正
市
代
表
理
事
組
合
長
、
鈴
木
光
雄

農
業
委
員
会
長
及
び
須
田
和
良
商
工

会
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
年
頭
の
挨
拶
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
政
務
ご
多
忙
の
中
ご
臨
席

い
た
だ
き
ま
し
た
小
林
昭
一
福
島
県

議
会
議
員
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
湯
川
村
謡
曲
愛
好
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
『
鶴つ

る

亀か
め

』
が
披
露
さ

れ
、
祝
宴
に
移
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
賀
詞
を
交

わ
し
な
が
ら
湯
川
村
の
今
年
の
飛
躍

を
誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
米
丸
集
落
の
鈴
木
ミ
ト
リ

先
生
の
書
画
で
、
春
に
な
っ
て
恵
を

四
方
に
布
き
及
ぼ
し
て
国
民
が
幸
と

な
る
意
の
「
陽
春
布
徳
澤
」（
よ
う

平
成
28
年
湯
川
村
新
春
の
つ
ど
い

三澤村長　年頭のあいさつ

無火災を祈願する佐藤団長交通安全を祈願する三澤村長

コーラスひまわり　村民歌・応援歌の合唱

万　歳　三　唱 謡曲愛好会　謡曲「鶴亀」の披露

し
ゅ
ん
と
く
た
く
を
し
く
）
と
、
春

に
な
っ
て
何
も
か
も
多
く
の
物
が
光

を
発
揮
す
る
意
の
「
萬
物
生
光
輝
」

（
ば
ん
ぶ
つ
こ
う
き
を
し
ょ
う
ず
）

の
２
幅
も
展
示
さ
れ
、
会
場
に
華
を

添
え
ま
し
た
。

　

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
を
１
月
10

日（
日
）午
前
10
時
か
ら
湯
川
村
公
民
館

に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

式
に
先
立
ち
、
村
長
、
消
防
団
長
、

団
員
、
来
賓
各
位
約
２
０
０
名
で
本
村

の
今
年
一
年
間
の
無
火
災
祈
願
を
行
い
、

引
き
続
き
行
っ
た
出
初
式
で
は
、
佐
藤

誠
団
長
が
式
辞
を
述
べ
、
出
席
者
一
同

が
防
火
に
対
す
る
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　

昨
年
、
本
村
は
一
年
を
通
し
て
無
火

災
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

年
も
無
火
災
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
村

民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

１
月
15
日（
金
）、
勝
常
寺
に
お
い
て

交
通
対
策
協
議
会
関
係
者
が
集
ま
り
、

交
通
事
故
撲
滅
を
願
い
交
通
安
全
祈
願

祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
よ
り
一
層
の
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
に
努
め
る
と
共
に
、
飲
酒
運

転
の
根
絶
、全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
の
徹
底
な
ど
を
重
点
に
置
い
た

交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
な
い
「
安
全
・
安
心
な

湯
川
村
」
に
す
る
た
め
、
村
民
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
出

席
者
全
員
で
誓
い
合
い
ま
し
た
。
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湯
川
村
更
生
保
護
女
性
の
会

「
愛
の
お
米
一
握
り
運
動
」
の
御
礼
並
び
に
ご
報
告

団
子
さ
し　

平
成
₂₈
年
新
春
書
き
初
め
大
会

湯川村保育所での様子 ゆがわ幼稚園での様子

　

１
月
14
日（
木
）、ゆ
が
わ
幼
稚
園
・

湯
川
村
保
育
所
に
て
団
子
さ
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
赤
い
ミ
ズ
キ
の

枝
に
色
と
り
ど
り
の
団
子
を
刺
し
た

り
、
正
月
飾
り
を
掛
け
た
り
し
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

１
月
５
日（
火
）、
湯
川
村
公
民

館
に
お
い
て
村
内
小
中
学
校
の
児

童
、
生
徒
が
参
加
し
新
春
書
き
初

め
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
35
名
が
参
加
し
、
湯
川

村
書
道
会
の
皆
さ
ん
の
指
導
の
も

と
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
選
作
品
は
、
２
月
14

日
ま
で
湯
川
村
公
民
館
ロ
ビ
ー
に

展
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

入
賞
者
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
金
賞

吉
田　

拓
真
・
谷
ヶ
城　

奏

坂
内　

由
依
・
宮
野　

琴
乃

石
田　

愛
奈
・
真
壁　

侑
大

○
銀
賞

角
田　

美
波
・
片
桐　

萌
寧

兼
子　

奈
緒
・
大
場　

あ
ゆ

馬
場　

夏
蓮
・
古
川　

紗
江

福
地　

春
蕗
・
谷
ヶ
城　

昴

山
田　

凪
紗
・
鈴
木　

理
孔

坂
内　

謙
介
・
渡
部　

羽
蘭

山
田　

瑞
姫
・
鈴
木　

希
望

青
木　
　

陽

○
銅
賞

獨
古
ま
ど
か
・
吉
田　

和
真

佐
藤　

愛
香
・
山
口　
　

渚

赤
井
健
太
郎
・
目
黒　
　

陽

小
林　
　

希
・
佐
藤　

愛
理

角
田　

岬
大
・
真
壁　

拓
未

獨
古　
　

栞
・
小
久
保
美
羽

栗
原　

歩
夢
・
羽
染　

太
陽

　

今
年
度
も
村
民
の
皆
様
の
温
か
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
き
、「
更
生
保

護
法
人
至
道
会
」
に
白
米
・
現
金
・

物
資
等
を
無
事
お
届
け
し
、
深
く
感

謝
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
今

年
度
は
、
薬
物
乱
用
更
生
施
設
「
磐

梯
ダ
ル
ク
リ
カ
バ
リ
ー
ハ
ウ
ス
」
に

も
現
金
、
物
資
等
を
お
届
け
い
た
し

ま
し
た
。

　

至
道
会
理
事
長
・
磐
梯
ダ
ル
ク
の

責
任
者
よ
り
「
在
会
者
の
自
立
更
生

支
援
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。」と
の
お
礼

の
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。　

　

私
た
ち
更
生
保
護
女
性
の
会
は
、

こ
れ
か
ら
も
「
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
作
る
た
め
」
に
行
動

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
皆
様
か
ら
の
善
意
は
次
の

通
り
で
す
。

白
米　

１
８
６
・
５
㎏

玄
米　

６
１
・
４
㎏

現
金　

４
０
、
０
０
０
円

野
菜　

大
根
・
白
菜
・
人
参
等

物
資　

タ
オ
ル
・
軍
手
・
衣
類

　
　
　

座
布
団
・
お
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
等

諸
経
費　

７
１
２
円

○
湯
川
村
更
生
保
護
女
性
の
会
で
は

会
員
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

◎
連
絡
先
（
小
林
会
長
宅
）

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
３
２
６
０
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磯
部
幸
太
郎
さ
ん
・
五
十
嵐
キ
ヨ
ミ
さ
ん

め
で
た
く
百
歳
賀
寿

　

磯
部
幸
太
郎
さ
ん
（
沼
ノ
上
）
が

１
月
４
日
に
、
ま
た
五
十
嵐
キ
ヨ
ミ

さ
ん
（
沼
ノ
上
）
が
１
月
５
日
に
、

満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
自

宅
に
お
い
て
、
知
事
賀
寿
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
、
三
澤
村
長
か
ら
賀
寿

及
び
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

磯
部
さ
ん
は
、
警
察
犬
の
育
成
と
、

新
聞
へ
の
投
稿
な
ど
を
生
き
が
い
と

し
、
我
が
道
を
自
由
に
生
き
る
こ
と

が
長
生
き
の
秘
訣
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

「
母
は
、
仕
事
が
早
く
、
気
が
回
り
、

よ
く
働
き
92
歳
ま
で
畑
仕
事
を
し
、

切
絵
を
趣
味
に
し
て
い
た
」
と
、
五

十
嵐
キ
ヨ
ミ
さ
ん
の
長
男
の
秋
雄
さ

ん
が
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

お
二
人
の
長
寿
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

五十嵐キヨミさんの御家族

先生と一緒に音楽に合わせて
水中体操をしている様子　　

磯部幸太郎さんと娘さん達

　

12
月
に
開
催
さ
れ
た
郡
山
カ
ッ
プ

会
津
予
選
大
会
に
お
い
て
、
湯
川
FC

チ
ー
ム
が
準
優
勝
し
県
大
会
出
場
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

湯
川
FC
は
、
昨
年
、
春
の
全
日
本

少
年
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
県
大
会
出
場

を
始
め
、
会
津
地
区
少
年
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ
で
は
２
部
昇
格
を
決
め
る
な

ど
、め
ざ
ま
し
い
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
33
チ
ー
ム
参
加
の
会
津

予
選
大
会
を
準
優
勝
で
通
過
し
、
今

月
開
催
さ
れ
る
県
大
会
へ
の
切
符
を

掴
み
取
り
ま
し
た
。

　

県
内
の
強
豪
が
集
ま
る
大
会
で
ま

ず
は
１
勝
‼　

監
督
、
コ
ー
チ
の
指

導
の
も
と
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
！

湯
川
ＦＣ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

会
津
予
選
準
優
勝
！
県
大
会
出
場
決
定
！（
郡
山
カ
ッ
プ
）

シ
ニ
ア
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

　

12
月
８
日
よ
り
４
回
に
わ
た
っ
て
河
東

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ー
ル
で
シ
ニ
ア
ア
ク

ア
ビ
ク
ス
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
40
歳
代

か
ら
最
高
齢
は
80
歳
の
方
が
参
加
し
、
水

中
歩
行
や
音
楽
に
合
わ
せ
て
水
中
で
踊
る

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
を
体
験
し
ま
し
た
。
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
教
え
方
が
親
切
丁
寧
と

評
判
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
楽
し
ん
で
い

る
様
子
で
し
た
。
体
験
後
は
皆
さ
ん
、
は

つ
ら
つ
と
し
た
笑
顔
で
メ
タ
ボ
対
策
に
ぜ

ひ
続
け
た
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

来
年
も
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

皆
様
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
！

教
育
委
員
会　

　
　
委
員
任
命三澤村長（左）から辞令を交付された　

新委員の櫻井さん（右）と目黒さん（中）

　

湯
川
村
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
、

櫻
井
め
ぐ
み
さ
ん
（
浜
崎
・
新
任
）

と
目
黒
成
美
さ
ん
（
石
伏
・
新
任
）

の
両
名
が
、
議
会
の
同
意
を
得
て
、

去
る
12
月
25
日
に
三
澤
村
長
よ
り
任

命
の
辞
令
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
、保
護
者
と
い
う
立
場
か
ら
、

村
の
教
育
行
政
で
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

「村長との
対話の日」

平成28年

2月10日（水）
時間：9時〜正午まで
場所：村長室

④
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今
月
の
朝
ご
は
ん
は
、
齋
藤 

房
子
さ
ん
（
勝
常
）
か
ら
の
献

立
を
紹
介
し
ま
す
。

　

村
内
の
皆
様
か
ら
、
米
の
消
費
拡
大
と
地
産
地
消
の
目
的
に
あ
っ
た

「
我
が
家
の
朝
ご
は
ん
」
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

是
非
、
多
く
の
方
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
期
限

　

３
月
号
は
２
月
５
日（
金
）を
締
め
切
り
と
い
た
し
ま
す
。

提
出
先
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

　

湯
川
村
産
業
建
設
課　

産
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
４
０

我
が
家
の

朝
ご
は
ん

献
立
名　
　

は
湯
川
産

★
ご
は
ん
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
麦
）　　

★
汁
物
（
大
根
、
白
菜
、
人
参
、
ね
ぎ
、

チ
キ
ン
コ
ン
ソ
メ
、シ
ョ
ウ
ガ
、貝
柱
、牛
乳
）

★
煮
物
（
里
芋
、大
根
、ゴ
ボ
ウ
、人
参
、

コ
ン
ブ
、
凍
み
豆
腐
、
干
し
シ
イ
タ

ケ
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
レ
ン
コ
ン
）

★
ふ
わ
ふ
わ
玉
子
（
卵
、人
参
、
ね
ぎ
、

干
し
え
び
）

★
ゴ
ボ
ウ
入
り
サ
ラ
ダ
（
ゴ
ボ
ウ
、ま

い
た
け
、
大
根
、
人
参
、
ね
ぎ
）

（
ゴ
ボ
ウ
、
ま
い
た
け
は
味
付
け
後

冷
凍
保
存
し
た
も
の
を
使
用　
　

）

★
か
ぶ
の
酢
づ
け
（
か
ぶ
、
人
参
、
と

う
が
ら
し
）

★
玉
ね
ぎ
炒
め
（
玉
ね
ぎ
、
人
参
、

青
菜
、
が
ご
め
昆
布
）

★
柚
寒
天
（
柚
、
寒
天
）

（
煮
物
、
か
ぶ
の
酢
づ
け
、
柚
寒
天
は

作
り
お
き
の
も
の
で
す
。　
　
　
　

）

ひ
と
こ
と

　

寒
い
季
節
は
、
体
の
芯
か
ら
温
ま
る
食
事
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

自
家
野
菜
と
海
藻
、
き
の
こ
類
、
そ
れ
に
作
り
お
き
の
具
材
を
有
効
に
利
用

し
、
朝
食
の
準
備
は
短
時
間
で
済
ま
せ
て
い
ま
す
。

平成27年度　第3回
ごはんに合うおかずコンテスト
《商工会長賞》

レシピ作成者　三島　佐々木美智子さん

日　時　平成27年12月15日（火）10時～13時
場　所　湯川村保健センター
内　容
　湯川村産品地産地消のため、湯川村の食材を使用し
た、今年度第２回目の「あったかクッキング」を、室
井つな子栄養技師を講師に実施しました。
　当日、村内在住女性16名、男性１名が参加し、家庭
にある季節の野菜をふんだんに使って料理をしました。
　今回のレシピには、過日行われた「米粉の名人グラ
ンプリ北海道・東北大会」で入賞した料理、米粉を使
ったさつまあげも入っており、入賞までのお話を聞き
ながら、講習を受けました。
　また、歯の大切さや、参加者が普段疑問に思ってい
ることを質問形式で行われたりと、師走の忙しい合間
の有意義な講習会となりました。

湯川の食材を使用した料理講習会

事業
報告

第２回

「あったかクッキング」

「道の駅あいづ 湯川・会津坂下」
休館のお知らせ 

　電気設備点検、各種メンテナンス作業のため、
下記の日時は臨時休業致します。

休館日　2月17日（水）
※平成28年より毎年２月の第３水曜日を休館日
とさせて頂きます。

　詳しくは、村ホームページをご覧いただくか、
道の駅あいづ　湯川・会津坂下にお問い合わせ
ください。
	 道の駅あいづ　湯川・会津坂下
	 ☎0241-27-8853
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今
月
の
納
税

２
月
29
日（
月
）ま
で

固
定
資
産
税　

第
４
期
分

納
税
は
『
納
期
限
ま
で
に
』

　
　
　
　
　

お
願
い
し
ま
す
。

○
納
期
の
過
ぎ
て
い
る
税
金
を
ま
だ

納
め
て
い
な
い
と
き
に
は
、『
計
画

を
立
て
て
、
早
め
に
納
め
る
』
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
口
座
振
替
に
よ
る
振
替
日
も

２
月
29
日（
月
）に
な
り
ま
す
。

▼
納
付
の
相
談
は
、
住
民
税
務
課

　

税
務
係
へ
お
願
い
し
ま
す
。

	

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
２
０

所
得
税
・
住
民
税
申
告
相
談
会　
　
　

　
　
２
月
９
日（
火
）か
ら
始
ま
り
ま
す

自
動
車
の
登
録
・
検
査

の
手
続
き
は
お
早
め
に

　

自
動
車
の
登
録
・
検
査
手
続
き
は
、

毎
年
３
月
に
集
中
し
、
窓
口
や
車
検

場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

　

名
義
変
更
や
住
所
変
更
、
廃
車
、

車
検
な
ど
の
手
続
き
は
２
月
中
に
行

う
な
ど
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
済
ま

せ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

　

福
島
市
吉
倉
字
吉
田
54

　

登
録
・
検
査
関
係

☎
０
５
０
︲
５
５
４
０
︲
２
０
１
５

○
日　
　
時　
２
月
９
日（
火
）～
３
月
15
日（
火
）

　

受
付
時
間　

午
前
８
時
半
～
11
時
半
、
午
後
１
時
～
４
時
半

（
開
始
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

○
申
告
会
場　
湯
川
村
役
場　

１
階
「
村
民
ホ
ー
ル
」

　

12
月
下
旬
に
配
布
し
ま
し
た
「
平
成
27
年
分
申
告
相
談
日
程
表
」（
オ
レ
ン

ジ
色
）
の
割
当
日
で
の
相
談
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
ど
う
し
て
も
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
別
の
日
で
も
い
い
で
す
が
、

当
日
の
申
告
受
付
名
簿
記
入
順
に
相
談
を
行
い
ま
す
。

（
電
話
に
よ
る
受
付
及
び
変
更
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
願

い
ま
す
。）

＊
申
告
期
間
中
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
可
能
な
限
り
ご
自
宅
で
の
申
告

書
作
成
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
不
明
な
点
は
事
前
に
確
認
す
る
な
ど
し
て

資
料
を
整
理
し
て
か
ら
相
談
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
の
所
得
申
告
は
、
単
に
所
得
証
明
書
等
の
発
行
の
た
め
だ
け
で
は
な

く
、
国
民
年
金
や
扶
養
認
定
に
係
る
証
明
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
基

礎
資
料
と
な
る
重
要
な
も
の
で
す
。

＊
な
お
、
申
告
内
容
・
必
要
書
類
等
に
つ
い
て
は
、
12
月
下
旬
に
配
布
し
ま

し
た
「
平
成
27
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
並
び
に
平
成
28
年
度
分
住
民
税

申
告
に
つ
い
て
」「
申
告
に
持
参
す
る
も
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　

◎
お
問
い
合
わ
せ
先　
住
民
税
務
課
税
務
係
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
２
０

「
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス
」（
会
津
若
松
税
務
署
）
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
確
定
申
告
作
成
会
場
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
開
設
期
間　
２
月
８
日（
月
）～
３
月
15
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
（
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。）

○
開
設
時
間　
午
前
９
時
半
～
午
後
４
時

○
開
設
場
所　
会
津
ア
ピ
オ　

ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
（
会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90
番
地
）

◎
お
問
い
合
わ
せ
先　
会
津
若
松
税
務
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
４
２
︲
２
７
︲
４
３
１
１

　税務署では、適正かつ公正な課税を行うため、
各種情報を収集・分析するとともに、納税者の
方に自発的な適正申告を行っていただくための
取組を充実させていくこととしております。
　昨年、税務署では、書面でのお尋ねにより申告
内容の自主的な見直しを呼び掛ける取組を行っ
た結果、不動産所得の申告漏れや計算誤りがあ
った方から修正申告書等が提出されております。
　納税者の皆様におかれましては、適正申告を
行っていただくため、再度、申告内容の自己点
検（見直し）を実施していただき、誤りがあっ
た場合には早期に自主的な修正申告書等の提出
をお願いします。

※調査によらない自主的な修正申告書の提出に
ついては、過小申告加算税は課されません。

（無申告又は当初申告が期限後申告の場合は、
無申告加算税が課される場合があります。）

｢税務署からのお知らせ｣「多重債務相談窓口」のご案内

「出前講座」のご案内

　福島財務事務所では、借金を抱えお悩みの
方々からの相談に応じています。借金問題はさ
まざまな方法で解決できます。お気軽にご相談
ください。
○相談窓口　福島財務事務所　理財課
○受付時間　平日8：30〜12：00、13：00〜16：00
	 （原則として）
　☎０２４−５３３−００６４
	 （多重債務相談窓口直通）

　福島財務事務所では、「なりすまし詐欺」等の
金融犯罪被害に巻き込まれないよう、日頃から
注意していただきたい内容などを、わかりやす
くご説明いたします。講演料は無料ですので、
お気軽にお問い合わせください。
◎お問い合わせ先
　☎０２４−５３５−０３０３
	 （福島財務事務所　理財課）

⑥
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犬
の
皆
さ
ん
！　

あ
な
た
の
飼
い
主

さ
ん
は
大
丈
夫
？

　

フ
ン
害
の
苦
情
が
増
え
て
困
っ
て

い
ま
す
。
散
歩
に
行
く
時
、
飼
い
主

さ
ん
は
ス
コ
ッ
プ
と
袋
を
持
っ
て
い

ま
す
か
？

　

飼
い
犬
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
飼
い

犬
が
気
持
ち
よ
く
散
歩
が
で
き
る
よ

う
飼
い
主
さ
ん
も
マ
ナ
ー
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

　
い
つ
も
私
を
か
わ
い
が
っ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
私
は
、

飼
主
さ
ん
と
の
散
歩
が
大
好
き

で
す
。
で
も
、
わ
た
し
の
フ
ン

4

4

が
周
り
に
迷
惑
を
か
け
る
の
は

悲
し
い
で
す
。

　
私
は
、
自
分
で
フ
ン

4

4

を
持
ち

帰
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
代

わ
り
に
き
ち
ん
と
後
始
末
を
し

て
く
だ
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
愛
犬
よ
り

　福島県において、平成27年度末までを課税期間と
して導入された森林環境税について、税率などは現
行制度のまま平成32年度末までの５年間、課税が継
続されることとなりました。
　森林環境税は「県民一人ひとりが参画する新たな
森林づくり」に取り組む財源として活用されます。
　皆様のご理解とご協力をお願いします。

○税率
　個人　1,000円／年
　法人　法人の県民税均等割額の10％相当額
　　※県民税の均等割額に直接加算されます。

◎お問い合わせ先
　税の制度：県庁税務課
　　　　　　☎024（521）7067
　税の使い道：県庁森林計画課
　　　　　　☎024（521）7425

★今年度湯川村で行った事業です。

〜森林環境税課税の継続について〜

小中学校の森林環境学習

笈川農村公園への植栽

自衛隊幹部候補生（一般・歯学・薬剤科）及び
予備自衛官補募集のお知らせ

募集項目 資　　　格 受付期間 試験期日
幹部候補生
（一般） 22歳以上26歳未満の者

平成28年 3 月 1 日～
平成28年 5 月 6 日

平成28年 5 月14・15日
（15日は飛行要員のみ）

幹部候補生
（歯科・薬剤科）

専門の大学で
20歳以上30歳未満の者 平成28年 5 月14日

予備自衛官補

（一般）
18歳以上34歳未満の者 平成28年 1 月 8 日～

平成28年 4 月 8 日

平成28年 4 月15日～
平成28年 4 月19日
＊いずれか 1日を指定
されます。

（技能）
18歳以上で国家免許資格等を有する者

◎お問い合わせ先　自衛隊福島地方協力本部　会津若松主張所
　　　　　　　　　会津若松市門田町黒岩大坪57－1　☎0242－27－6724

⑦
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社会保障や税の手続きで

マイナンバーが必要となりました
　平成28年１月１日から、下表の手続きにかかる申請書などにマイナンバーの記載と本
人確認が必要となりました。
　手続きの際には、「個人番号カード」もしくは「通知カードと本人確認書類（※）」をお
持ちください。

（※）本人確認書類の必要点数 必　要　書　類
①　右記のいずれか１点のみで

有効
運転免許証、パスポート、
住民基本台帳カードなど

②　①をお持ちでない方は、
右記のいずれか２点で有効

健康保険証、年金手帳、
医療受給者証、介護保険証など

●国民年金基金は、自営業、農業などの国民年金の第一号被保険者の方々がゆとりある老後を過ごせる
よう、国民年金に上乗せする公的な年金制度です。

●加入できるのは、国民年金に加入している20歳以上60歳未満の方および60歳以上65歳未満で国民年金
に任意加入している方です。

●一生涯受け取る終身年金が基本ですので、長い老後に備えることができます。
●掛金は全額社会保険料控除、受け取る年金は公的年金等控除の対象になり、税制面で優遇されます。
●万が一早期に亡くなったとき、家族に遺族一時金が支給されますので、掛け捨てになりません。
　（Ｂ型を除く）
●加入は任意で、いろいろな年金のタイプから現在の状況や将来設計に合わせて選ぶことができます。

◎国民年金基金についてのお問い合わせ先

　福島県国民年金基金　０
フ リ ー ダ イ ヤ ル

１２０（６
ロ ー ゴ

５）４
ヨ イ ク ニ

１９２
　〒960-8043　福島市中町 1番19号　中町ビル 5 F
　http://www.fnpf.or.jp/

国民年金の第一号被保険者の皆様へ

国民年金基金制度のご案内

マイナンバーが必要となる主な手続き お問い合わせ先
国民健康保険 保健係　　　　☎ 0241−27−8830

障がい者福祉、介護保険、後期高齢者医療、
児童手当、児童扶養手当 住民福祉係　　☎ 0241−27−8810

保育施設の入所、就学援助 教育委員会　　☎ 0241−27−2250

母子保健関係 保健センター　☎ 0241−27−3110

村営住宅の入居 建設係　　　　☎ 0241−27−8850

村税などに関する手続き（平成28年分から順次実施） 税務係　　　　☎ 0241−27−8820

⑧
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	 ＊注意：〈　〉の中はビリーの発音をカタカナで書いています。

　電話で話している最中に突然電話を中断しなくてはいけなくなったり、また話している相手が忙しそうだったりして
いる時の表現を紹介したいと思います。それは“また後で電話する”という言い方です。

「I’ll call you back」 〈アイル　コールゥ　ユー　バック〉 “私はまた後で電話する”という意味です。このフレーズは仕事
間でよく使われている表現です。お客さんや上司と話す時にはもっと丁寧な言い方が必要です。それは「Can I call 
you back in 〇〇 minutes?」〈キャン　アイ　コール　ユー　バック　イン　〇〇　ミーニッツ〉“私は〇〇分後に電話をか
け直してもよろしいですか？”という意味です。

“また後で電話する”の言い方がたくさんありますが、次に紹介する表現は友達同士によく使われています。

１．「Let’s talk tonight」〈レッツ　トーク　トゥナイト〉訳すと“今晩話しましょう”という意味です。
２．「Let’s talk later」〈レッツ　トーク　レイター〉訳すと“また後で話しましょう”という意味です。
３．「Let me call you back」〈レッツ　ミー　コールゥ　ユー　バックゥ〉訳すと“私からあなたに電話をかけ直します。”

という意味です。

　上の三つの表現は友達同士でよく使われていますが、仕事の時の表現と間違えがないように注意して使ってくださ
い。今度友達と話すときこの表現を使ってみてください。

　毎週水曜日に英会話教室ありますので、参加したい方や体験してみたい方はぜひ下記の通りお申
し込みください。気楽にみんなで英会話しましょう！お待ちしております！

お問い合わせ先：社会教育指導員　佐藤まで　☎０２４１－２７−８８８０（ユースピアゆがわ）

質問があれば、ぜひ湯川英会話にメールしてください！来月の広報を楽しみにしてください。
kyouiku@vill.yugawa.fukushima.jp

Billy’s English Class !　ビリー先生の英会話 第５２弾!

冬期間のこの時期は、インフルエンザ等の流行等で献血者が普段より減少し、血液の確保が困難にな
ります。血液は、長期間保存しておくことができません。今、このときも血液を待っている患者さん
がいます。皆さんのご協力をお願いします。

日　時　平成２８年３月１日（火）　９時３０分～１１時００分　湯川村公民館前
１２時００分～１３時００分　株式会社　不二コントロールズ
１５時３０分～１６時３０分　会津農業共済組合前
＊３月４日（金）は、日東ユメックスさんにお伺いします。

内　容　４００ｍｌ　全血
その他　患者さんの安全のために４００ｍｌ献血を推進しております。

ご理解・ご協力をお願いします。献血会場でお待ちしています。

〜献血は　最も身近なボランティア〜

♥献血のお知らせ♥
〜あなたのわずかな時間で、救える命があります〜

♥献血のお知らせ♥

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津

　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

訓
練
生
募
集
‼
　
電
気
設
備
技
術
科

○
募
集
開
始
日　
平
成
28
年
１
月
18
日（
月
）

○
募
集
締
切
日　
平
成
28
年
２
月
15
日（
月
）

○
募
集
訓
練
科
名　
電
気
設
備
技
術
科

○
募
集
定
員　
20
名

○
訓
練
期
間　
平
成
28
年
３
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
８
月
26
日
ま
で

	

（
６
ヵ
月
間
）

○
対
象
者

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、

職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い
と
判
断
さ
れ
た
方

○
受
講
料　
無
料

○
選
考
日　
平
成
28
年
２
月
17
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜

施
設
見
学
会

○
開
催
日
時

　

１
月
12
日（
火
）、
１
月
25
日（
月
）

　

２
月
８
日（
月
）、
２
月
22
日（
月
）

　

各
日
９
時
30
分
〜
12
時（
9
時
受
付
開
始
）

○
内
容

◦
今
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
（
職
業
能
力
）
に
プ
ラ
ス
し

て
、
新
た
な
技
能
修
得
の
た
め
の
職
業
訓
練
に
つ

い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
説
明
会
で
、
当
セ
ン
タ

ー
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

◦
訓
練
内
容
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
参
加
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
訓
練
課

　

☎
０
２
４
２
︲
２
６
︲
０
５
２
０

　

FAX
０
２
４
２
︲
２
６
︲
１
５
８
５
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　福島県からのお知らせです。
　福島県と県立医科大学では、県民健康調査の一環として、子どもたちの健康を長期にわたり見守る
ため、甲状腺検査を実施しています。

対象者
〇平成23年３月11日（震災時）に福島県にお住まいで概ね18歳以下であった全県民
（具体的には平成４年４月２日から平成23年４月１日までに生まれた方）

〇上記の方に加え平成23年４月２日から平成24年４月１日までに生まれた方

湯川村における検査実施場所（学校以外） 検　　査　　日 検　査　時　間

湯川村保健センター 平成28年３月１日（火） 10：00〜13：30
14：30〜16：00

※小学校、中学校及び高等学校等に在籍している対象者については、在籍している学校等で受診して
いただくこととなります。また、学校等での検査時間は、学校等によって異なります。

※検査実施場所（学校以外）については、湯川村以外でも実施しています。詳細は下記問い合わせ先
までご連絡ください。

受 診 方 法

　検査対象の方には、県立医科大学より「甲状腺検査のお知らせ」をお送りし
ています。検査を希望される方は、同封されている「検査同意書兼問診票」を
県立医科大学までご返送ください。
　また、県内及び県外での検査実施機関（医療機関）でも検査を行っています。
詳細については、下記問い合わせ先までご連絡ください。

お問い合わせ先

福島県立医科大学　ふくしま国際医療科学センター
放射線医学県民健康管理センター
☎024−549−5130（9：00〜17：00　土日・祝日を除く）
※おかけ間違いのないようにご注意ください。

福島県「県民健康調査」甲状腺検査のお知らせ

いい顔!!　　
　み～つけた

遠藤　龍
りゅう

くん（松川住宅）

外島　蒼
あお

士
し

くん（熊川）

田崎　詩
し

織
おり

ちゃん（美田園）

鈴木　陽
ひゅうが

賀くん（水谷地）

渡部　璃
り

子
こ

ちゃん（森台）

『乳児健康相談（９～10か月児）より』
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新
玉
や
五
体
気
遣
ふ
家
族
愛	

鈴
木　

清
子

元
朝
や
参
る
間
近
の
火
伏
神	

〃　
　

凛
と
し
て
人
寄
せ
つ
け
ぬ
冬
茜	

鈴
木　

信
子

寒
の
入
り
厨
き
り
り
と
座
を
し
め
り	

〃　
　

三
立
て
の
新
蕎
麦
す
す
る
日
和
か
な	

鈴
木
智
恵
子

雲
低
く
雪
を
連
れ
く
る
夕
し
ぐ
れ	

〃　
　

ち
ち
母
の
つ
つ
が
な
き
や
と
冬
の
草	

鈴
木　
　

翠

底
冷
え
の
今
日
の
ひ
と
日
の
灯
を
消
せ
り	

〃　
　

樏
か
ん
じ
きの

古
き
が
良
し
と
今
日
出
せ
り	
小
林
喜
久
雄

雪
竿
や
紅
白
揃
ふ
弧
村
道	
〃　
　

湯
川
俳
句
会

村
民
の
文
芸

発
表
の
ひ
ろ
ば

「
誰
だ
っ
け
」
会
っ
た
途
端
の
一
言
で

　

我
も
ま
た
思
ふ
「
誰
だ
っ
け
か
な
あ
」	

兼
子　

春
江

	

（
古
希
祝
い
の
同
級
会
で
）

ほ
ほ
ゑ
み
を
２
Ｂ
の
芯
の
感
触
と

　

詠
み
し
師
思
ふ　

み
ぞ
れ
降
り
来
る	

小
林　

和
子

文
月
に
逝
き
し
友
の
家
門
灯
は

　
　

師
走
に
散
歩
す
吾
を
照
ら
せ
り	

佐
野　

常
雄

釣
り
上
げ
た
こ
り
こ
り
の
鰤
い
た
だ
き
ぬ

　
　
　

互
い
に
勤
労
感
謝
す
る
日
に	

菅
沼　

禎
子

園
児
ら
の
ぬ
く
も
り
伝
は
る
両
の
手
を

　

そ
つ
と
握
り
て「
ぞ
う
さ
ん
」お
ど
る	

鈴
木　

悦
子

「
フ
ォ
レ
ス
タ
」
は
音
大
卒
の
グ
ル
ー
プ
に
て

　
　
　
　
　

磐
梯
山
を
観
客
と
歌
ふ	

鈴
木
ト
シ
子

長
雨
に
乾
か
ぬ
丹
波
黒
豆
を

　
　

手
で
剝
き
ゐ
る
師
走
と
な
る
に	

鈴
木　

久
子

老
眼
鏡
に
柔
き
陽
の
差
す
日
曜
日

　
　
　
　

新
村
長
の
抱
負
を
読
む
る	

坂
内
タ
ミ
子

拾
ひ
た
る
木
の
実
手
に
の
せ
こ
ろ
こ
ろ
と

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
変
り
ゆ
く
吾	

矢
澤　

悦
子

歯
み
が
き
を
終
へ
て
喉
も
と
ゆ
す
ぐ
時

　

巧
み
な
蜘
蛛
の
巣
親
し
み
見
上
ぐ	

𠮷
田　

妙
子

年
の
瀬
を
里
芋
の
皮
む
き
ゐ
る
に

　
　
　

雪
な
く
風
な
く
春
の
匂
ひ
す	

渡
部　

邦
子

沃
野
湯
川
会

社
交
ダ
ン
ス
教
室
開
催

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

湯
川
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
で
は
、
初
心
者
を
対
象

と
し
た
社
交
ダ
ン
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

内
容
は
ワ
ル
ツ
・
ル
ン
バ
・
ジ
ル
バ
な
ど
を

行
い
ま
す
。

対
象
は
小
学
生
以
上
で
社
交
ダ
ン
ス
に
興
味
の

あ
る
方
、
競
技
会
出
場
を
目
指
し
て
み
た
い
方
、

ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
程　
２
月
17
日（
水
）・
18
日（
木
）

○
時
間　
午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分

○
会
場　
湯
川
村
公
民
館
二
階
大
ホ
ー
ル

＊
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
等
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

湯
川
村
公
民
館

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
４
１
０
７

　

１
月
21
日（
木
）、
前
村
長
で
あ
る
大
塚
節
雄

様
か
ら
村
へ
多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
若
者
定
住
促
進
や
子
育
て
支
援
の
た
め
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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編集
後記 広報ゆがわ５９１号　平成２８年２月１日　発行湯
川
村
総
務
課
〒
９
６
９
―
３
５
９
３

福
島
県
河
沼
郡
湯
川
村
大
字
清
水
田
字
長
瀞
１
８
番
地

　

☎　

０
２
４
１
―
２
７
―
８
８
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
１
―
２
７
―
３
７
６
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.vill.yugaw

a.fukushim
a.jp

　
　
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

yugaw
a@

vill.yugaw
a.fukushim

a.jp

２
月
の
行
事
予
定

１
日（
月
）交
通
事
故
ゼ
ロ

　
　
　
　
　

歩
行
者
優
先
の
日

３
日（
水
）節
分

４
日（
木
）立
春　

11
日（
木
）建
国
記
念
日

15
日（
月
）～
19
日（
金
）

　
　
　
　

ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
デ
ー

21
日（
日
）村
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
上
段
は
人
身
事
故
・
下
段
は
物
損
事
故
）

村内の交通事故
件数

17平成26年
（ 1月〜12月）

平成27年
12月

平成27年
累　　計

0

12

109

交通死亡事故ゼロ日数
（平成27年12月31日現在） 1,497日

5

78

死亡

0

0

0

傷者

25

0

19

人の動き（１月１日現在）

総人口（前月比）
総人口 3,373人（　　1）
男 1,614人（　　0）
女 1,759人（　　1）

世帯数 997世帯（　　0）

なりすまし詐欺被害の防止

不審な電話に出ない対策をしましょう!

会津坂下警察署からのお知らせ 消防署からのお知らせ

　

家
庭
の
話
し
合
い
、
一
緒
の

食
事
の
励
行
、
親
子
ふ
れ
あ
い

運
動
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

毎月
「
第
３
日
曜
日
」
は

「
家
庭
の
日
」
で
す

あ
い
さ
つ
運
動

あ 

明
る
く　

い 

い
つ
で
も

さ 

先
に　
　

つ 

続
け
て

湯
川
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議

一
声
運
動
を
普
及
し
ま
し
ょ
う
。

戸籍の窓口
（12月受付）

※この欄に掲載を希望しない方は、住民税務課
住民福祉係へ申し出てください。

湯川村内街頭犯罪等発生状況（平成27年中）

区　分
街　　頭　　犯　　罪 街

頭
犯
罪
合
計

そ
の
他
刑
法
犯
等

全
刑
法
犯

強

盗

空
き
巣

忍
込
み

事
務
所
荒
し

出
店
荒
し

自
動
車
盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

自
転
車
盗

自
販
機
ね
ら
い

車
上
ね
ら
い

ひ
っ
た
く
り

部
品
ね
ら
い

強
制
わ
い
せ
つ

管　内 1 3 2 1 8 7 2 24 89 113
湯川村 1 1 2 5 7
※その他刑法犯等には、暴行、傷害、万引き、詐欺、器物損壊などの
犯罪発生件数が含まれます。

※上記発生件数は、平成27年 1 月 1 日からの累計数となっています。

◦道路除雪等の雪で消火栓が埋もれたら除雪しましょう。
◦除雪の際は車に気を付けましょう。
◦「消火栓」「防火水槽」の赤い標識がある場所へは雪を
捨てない様にしましょう。

◦消火栓付近への駐車はしない様にしましょう。

　冬期間は積雪のため、消火栓や防火水槽の位置が分かり
にくくなります。
　火災が発生すると、その近くの消火栓や防火水槽を消防
車が使用しますが、雪で埋もれていると消火栓や防火水槽
を掘り出す事から始めなければならず、消火活動に支障を
来たします。
　もしものために家の近くや、地区にある消防水利の除雪
についてご協力をお願い致します。

消防水利の除雪にご協力を!

会津若松消防署十文字出張所
電　話　0242－75－2151
ＦＡＸ　0242－75－2196

○ナンバーディスプレイを使用して、知らない電話
番号には出ない。

○留守番電話機能を活用し、電話の相手を確認して
から電話に出る。

○なりすまし詐欺電話撃退装置を使用する。
なりすまし詐欺電話撃退装置の貸出事業について、
ご希望の方は警察署にご相談ください。

「電話をトイレに落とした。○万円かかった。風邪を引いている。電
話番号は000-0000-000に変わった。」
「携帯をなくして○万円かかった。明日電話する。」
「○○（実名）だけど。風邪引いて声が変わった。病院に行きたい。
トイレに携帯を落としてしまい、携帯変わった。番号登録したいか
ら電話をかけて欲しい。000-0000-000に変わった。」
「未公開株を買うのに○○銀行□□支店から140万円を借り、返さなく
てはならない。弁護士のハセガワにいろいろ頼んでいる。秘書のヨコタ
が取りに行く。銀行への支払いで、とりあえず50万支払って欲しい。」
「オレだけど。具合が悪い。耳の後にこぶができた。熱も出てきた。
明日どこの医者にいくかな。」
などと話すものです。すぐに家族や警察に相談しましょう。
犯人は、言葉巧みに騙そうとします。
　　　　詐欺を防止するには、電話に出ない対策が一番です。

昨年かかってきた電話の内容は?

カクニンジャー福くん

◦村の花…
　　アジサイ

◦村の木…
　　イチョウ

◦村の鳥…
　　カッコウ

消火栓や防火水槽は、火災が発生した時に
使用する重要な施設です。

お誕生おめでとうございます
（地　区） （両　親） （子）

美 田 園 田部　康大
　　　理佳 愛

まな

佳
か

中 扇 田 津村　　徹
　　　　愛 創

そう

太
た

中 ノ 目 三澤　　崇
　　あゆみ 綺

あや

仁
と

謹んでお悔やみ申し上げます
（地　区） （本　人） （年齢）
浜　　崎 　田名部十四三 ７６歳
水 谷 地 生亀　正吉 ７５歳

消火栓の除雪にご協力を
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